























































A Study on the Difference Between Playing by Kamishibai 
and Reading byPicture Book:
Through the Comparative Analysis of Each Type of BABY CHICK





























































































係について明らかにするため、KH Coder 3 によ

































































































































































































ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
絵 57 絵本 35 紙芝居 14
紙芝居 42 絵 21 絵 11
伝わる 38 思う 19 小さい 11
大きい 35 紙芝居 19 絵本 10
思う 28 感じる 13 見にくい 10
見る 27 細かい 13
絵本 21 読む 13
感じる 21 ひよこ 11
ひよこ 17 小さい 11
























































































































































































































































































（７）KH Coder 3 の開発者である樋口耕一によ
ると、単純化すれば Jaccard 係数が 0.3 であ
れば単語間に強い関連が　あるととらえるこ
とができるとしている。このため、本稿では
0.3 と設定した。
（８）複数のカテゴリに分類されているものもあ
るため、上位カテゴリの合計数と一致してい
ない場合もある。また、数字はレコード数を
示している。
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